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室生ダム水質調査結果（簡便法による速報値）件 名

独立行政法人 水資源機構 室生ダムにおいて、アオコの発生により監視強化
や臨時の水質調査等を行ってきました。今回、水質調査結果（簡便法による速

概 報値）についてお知らせします。

・アオコが産出する毒性のあるミクロキスティンが、県取水口表層において最
要 大13.05μｇ／ｌ（総ミクロキスティンとして１リットル中に13.05マイクロ

グラム）検出されました。
・水道水においては、ミクロキスティンは、浄水場の通常の塩素処理により分
解されるので安全です。

・貯水池表層に集積しているアオコが下流へ流出しないように、放流設備の放
流水深を変更して運用していきます。

・アオコ回収船を稼働させ、回収に努めています。
・水面監視の強化、水質調査を継続しています。
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（概 要）
独立行政法人水資源機構 室生ダムにおいて、９月１８日の巡視中に、藍藻類ミクロ

、 。キスティス等によるアオコの発生を確認したため 臨時の水質調査を実施してきました

（結果等）
９月１８日採水の分析においてアオコを構成する藍藻類ミクロキスティスが産出す

ることがある毒性のあるミクロキスティンが、室生ダムの県取水口表層で総ミクロキ
スティンとして最大１３．０５μｇ／ｌ（１リットル中１３．０５マイクログラム）
が確認されました。県取水口地点（取水深）及び放流水については、総ミクロキステ
ィンは定量下限値未満でした。
また、国土交通省木津川上流河川事務所において実施した、下流河川（室生路橋地

点、家野橋地点）における結果についても、総ミクロキスティンは定量下限値未満で
した。

※昨年度（平成１８年度）は、８月から１１月にかけて室生ダム貯水池でアオコが発
生し、下戸橋地点の表層において総ミクロキスティンとして最大１０．９３μｇ

／ｌ（１０月３日採水）が確認されましたが、取水設備の運用やアオコの回収など
により、特に水道水への影響などの問題は発生していません。

（対 応）
アオコの発生を確認して、下記の対応を行っています。
①巡視の強化

ダム貯水池の監視を強化しています。
②調査の継続実施

引き続き臨時の水質調査を行います （９月２５日採水予定）。
また、調査結果等については、水道事業者等の関係機関に伝達するとともに、ホ

ームページ上で速やかに公表します。
http://www.water.go.jp/kansai/kizugawa水資源機構木津川ダム総合管理所

③アオコの回収
アオコ回収船の稼働により、アオコの濾過回収を行っています。

④下流及び水道取水への影響の軽減
放流設備の放流水深の変更により貯水池表層に集積しているアオコが下流へ流出

しないよう運用していきます。
⑤水道水への影響

水道水においては、ミクロキスティンは、浄水場の通常の塩素処理により分解さ
れるので安全です。

総ミクロキスティン（μｇ／ｌ）水質調査結果（速報値）
地 点 ９月１８日採水 調 査 機 関

ダムサイト（基準点 （表層） １．１５）
放流水 ＜０．１５ 水資源機構
県取水口（表層） １３．０５ 木津川ダム総合管理所
県取水口（取水深） ＜０．１５
下戸橋下流（表層） ８．５５
室生路橋 ＜０．１５ 国土交通省
家野橋 ＜０．１５ 木津川上流河川事務所
※表中の＜０．１５は、簡便法による定量下限値未満

（参考）
・飲料水についてのＷＨＯの暫定的なガイドライン値は、ミクロキスティン（ＬＲ，
ＲＲ，ＹＲ）のうち、ミクロキスティンＬＲについて、１μｇ／ｌです。



（参考）室生ダム水質調査地点･アオコ集積状況（9月21日）
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